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教育学演習５・１１（人権教育論）                     新井 浩子（2023 年 3 月） 

 

自己紹介 

埼玉県所沢市在住。大学生娘・夫の３人家族。早稲田 OG（サークルはマイルストーン編集会） 

担当授業：生涯学習支援論。GEC「女性しごとライフデザイン」 

専門：社会教育実践史、女性のキャリア教育、参加体験型学習プログラム研究 

学位：博士（教育学）   受賞歴：2018 年春学期早稲田大学ティーチングアワード総長賞 

その他：社会教育の講師（国分寺市公民館、国立市公民館講座）。小金井市公民館運営審議会委員。 

早稲田 OG ネットワーク（GEC「女性しごとライフデザイン」受講生を中心に OG 訪問やＷＳ企画開催） 

座右の銘：健康第一 

 

演習 5･11 の目的 

日本では 2016 年以降、障害者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法、部落差別推進解消法、教育機会確保

法など、個別の人権課題に関する法律が次々に制定されました。しかし若者にとって人権は、「漠然として

よくわからない」「自分からは遠いもの」で、人権を大切だと思いながら権利主張に消極的だったり、差別

や人権侵害を目の当たりにしても行動できない傾向があります。 

そこで本演習では、高校生を対象とした人権教育コンテンツを作製することを通して、こうした問題の解

決にとりくむとともに、現代日本の人権教育のあり方と課題について実践的・具体的に検討します。 

 

2021 年度 

高校生を対象とした人権教育コンテンツ動画「わせだ人権チャンネル－高校生のための人権読書案内」を

作製。国連「人権教育のための世界プログラム」第 4 フェーズ行動計画（2020–2024）では、人権教育推進

の個別目標として「青少年のため、青少年とともに、青少年により行う人権教育を拡充」することをあげて

います。そこでゼミでは、高校生が人権について学べる・考えられる書籍を紹介する動画を 6 本作製し、

YouTube に限定公開しました。（詳細は P4 の資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に 5 つの高校に授業教材や課題資料として活用してもらうことができました。高校生 148 名から視聴
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アンケートの回答を得ました。教員 3 名にインタビューを実施しました。 

1 年間のまとめとして、国立女性教育会館フォーラムに応募し、ワークショップを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度 

 全体テーマは「若者の、若者による、若者のための人権教育をつくろう！」。2021 年度の経験を活かし

て、より広いテーマに挑戦しました。  

＜作製したコンテンツ＞ 

「恋愛と人権～知ろう！守ろう！性の権利」「SNS と人権」「異文化理解って何？～身近な違いを考える」

「教育を受ける権利―教育は選べる！つくれる！」「アンコンシャス・バイアスと人権」 

コンテンツのテーマは話し合って決定しました。 

 

2023 年度の内容とスケジュール 

春学期～夏休み 書籍を活用した高校生のための人権教育コンテンツ（動画）を作製する 

4 月～：オリエンテーション、昨年度の活動紹介、人権教育や人権課題についての問題関心をシェア 

テーマごとにグループ結成→「高校生に伝えたい・一緒に考えたい」ことを借り決め 

人権に関する文献（新井が用意）を全員で読み、話しあい 

グループテーマを再設定 

6 月～：動画コンテンツ作製計画を立てる→実施（何をどのようにするかはグループで決定） 

予備調査：コンテンツを利用してくれた教員へのインタビュー 

コンテンツ作製に向けた文献講読、書籍等の選定など 

動画テーマやコンセプト決定→スクリプト作成 

協力してくれる高校などを捜し内諾を得る（母校に依頼） 

 7 月～夏休み：収録→編集→ドラフト版完成→教員等に視聴依頼→フィードバックもらって修正→完成 

秋学期 フィールドワークと報告書作成 

9 月：高校等での視聴開始（具体的な時期は協力してくれる高校による） 

フィールドワークのグループを作成、テーマ・内容等について話し合い 

↑ 動画はこちらから視聴できます 
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10 月～：順次以下を実施（実施内容はグループによって異なる） 

コンテンツを視聴してくれた高校生や活用してくれた教員へのインタビュー、授業見学、 

視聴後アンケートの分析、人権課題や人権教育に取り組む団体や個人に対するインタビューなど 

12 月～：報告書作成（執筆に向けた話し合い、担当部分の執筆、編集作業） 

 

演習の実施方法、その他   

・コンテンツ作製は簡単ではありません。毎週の演習＋グループごとの自主ゼミや個人での読書等が必要 

・話し合い記録、資料共有などは Google ドライブを活用 

・ゼミ連絡などは LINE を使用 

・合宿などは状況を見て実施 

・質問などは下記にメールをください。 

・連絡先 arahi@aoni.waseda.jp 

 

参 考 

2020 年度グループレポートのタイトル（班名） 

 「風化していく人権問題を考えるには－大学生がハンセン病を考える」（ハンセン病班） 

 「小学生の『SOGI 教育』について－既存の価値観に縛られず一人ひとりが自由に生きていけるための 

人権教育とは－」（SOGI 教育班） 

 「どのような形の家族も生きやすい社会の実現に向けて」（多様な家族の形成班） 

 「コロナ禍における学習・教育に関する問題」（コロナ学習班） 

 「コロナ禍における女性の人権問題と支援課題」（コロナ女性班） 

  ※報告書は教育学コース HP の「新井ゼミの紹介」ページに UP してあります。 

是非読んでみてください。教育学コース HP へはこちらから→ 

 

 

2021 年度に作製した動画（班名） 

「人権って何なの？編」、「人権問題をちょっとのぞいてみよう！編」（人権一般・各論班） 

「ジェンダー・セクシュアリティの多様性」（多様性班） 

「男女の在り方は一つじゃない～女の子らしさ編」「男女の在り方は一つじゃない～男の子らしさ編」 

（基礎知識班） 

「性的同意って何？～恋愛と人権編」（恋愛と人権班） 

  ※詳細は次ページの資料参照 

 

以上 

 

mailto:arahi@aoni.waseda.jp
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資料 2021 年度「わせだ人権チャンネル－高校生のための人権読書案内」説明文書 

「わせだ人権チャンネル－高校生のための人権読書案内」について 

私たちは、早稲田大学文学部教育学コース新井浩子ゼミに所属し、人権教育について研究しております。 

今回、ゼミ活動で、高校生が人権について学べる、考えられる書籍を紹介する動画「わせだ人権チャンネル－

高校生のための人権読書案内」を作成いたしました。 

国連「人権教育のための世界プログラム」第 4 フェーズ行動計画（2020–2024）では、人権教育推進

の個別目標として「青少年のため、青少年とともに、青少年により行う人権教育を拡充」することがあげられ

ています。そこで、これまでの学習成果を活かし、高校生のための人権教育コンテンツ動画の作成に挑戦す

ることにいたしました。動画作成にあたっては、独立行政法人国立女性教育会館のご協力を得ました。同会

館情報室に人権に関する幅広いテーマの書籍を 100 冊選定いただき、さらに独自に選定した書籍を加えてゼミ

で購読し、議論しました。 

高校生にとって人権は「漠然としてよくわからない」「自分からは遠いもの」だと思います。少しでも人

権に興味を持ってほしい、知識を身につけてほしいという思いから、動画の見やすさを工夫し、私たち自身が

高校生時代に知っておきたかった、考えてみたかったテーマを取り上げました。 

動画は、下記のリンクからご覧になれます。ぜひご視聴いただき、感想をお寄せください。 

 

動画へのリンク  

https://www.youtube.com/playlist?list=PLAPQkrAiPaal06BZUAW0515LtItY8x0nN 

※YouTubeの再生リストが開きます。見たい動画を選んでご視聴ください。 

 

アンケートへのリンク 

https://forms.gle/qM9vnWgcASpdrzEK7 

 ※ご視聴後にアンケートへの回答をお願いします。 

 

「わせだ人権チャンネル－高校生のための人権読書案内」動画概要 

①人権って何なの？編 

②人権問題をちょっとのぞいてみよう！編 

③ジェンダー・セクシュアリティの多様性 

④男女の在り方は一つじゃない～女の子らしさ編～ 

⑤男女の在り方は一つじゃない～男の子らしさ編～ 

⑥性的同意って何？～恋愛と人権～ 

※動画はすべて1本で完結しており、視聴の順番はありません。 

※ただし、①②は人権に関する入門と個別の人権問題の紹介、④⑤はジェンダーについて女子、男子

の観点から考えるように作成しました。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLAPQkrAiPaal06BZUAW0515LtItY8x0nN
https://forms.gle/qM9vnWgcASpdrzEK7

